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わ
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き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　
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０
９
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ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

わいふ一番館だより

写友さくら写真展　それぞれの風景
期　間　４月２日㈫～４月 21 日㈰　
　個々の視点で撮影した風景を展示し、地元菊池に残さ
れたすばらしい遺産を感じとってください。

菊池念ずれば花ひらく会
期　間　４月 23 日㈫～５月６日㈪
　子どもたちに詩人である坂村真民先生の詩を見てもら
い、夢を持たせ忍耐力を養い、子どもたちの健全育成、
明るい社会作りに貢献できればと考えています。

平成 25 年度　わいふ一番館第１回企画展
村川信彦伝　展　－菊池温泉掘削物語－
期　間　４月５日㈮～７月 28 日㈰
　昭和 29 年 10 月 30 日、念願の隈府温泉（現菊池温泉）
は 41 度の土砂と共に流れ出ました。温泉掘削という菊池
市における最大の事業を成し遂げた故、村川信彦さんの
生き様を、その生涯と共に展示します。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
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問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
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２
５
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外観

ピザづくり体験

　

下
長
田
の
神
社
で
あ
る
菅
原
神
社

は
、
歴
史
の
古
い
大
き
な
規
模
、
範

囲
の
神
社
で
す
。
神
殿
に
は「
天
満
宮
」

の
額
、
破
風
に
亀
、
鯉
、
欄
間
な
ど

に
龍
な
ど
の
多
く
の
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
拝
殿
の
天
井
部
に
は
天

保
、
弘
化
、
嘉
永
、
明
治
の
頃
の
絵
馬
、

破
風
に
力
神
、
欄
間
な
ど
に
神
殿
同

様
多
く
の
彫
刻
が
あ
り
、
境
内
に
は

猿
田
彦
さ
ん
の
石
碑
、
巻
天
神
、
石

灯
篭
な
ど
の
貴
重
な
石
像
物
が
あ
り

ま
す
。
大
洪
水
に
よ
り
幾
度
か
建
て

直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に

中
原
宇
左
衛
門
さ
ん
が
建
設
基
金
を

積
み
立
て
、
県
下
に
有
名
な
宮
大
工
、

甚
九
郎
さ
ん
を
棟
梁
と
し
改
築
。
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
12
月
９
日
の

神
社
祭
典
の
ほ
か
、
多
く
の
行
事
を

催
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

区
民
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

下し
も
な
が
た

長
田
菅す

が
わ
ら原
神じ

ん
じ
ゃ社
と
石せ

き
ぞ
う
ぶ
つ

像
物

御ご
い
ん
き
ょ

隠
居
天て

ん
じ
ん神
と
観か

ん
の
ん音
様さ

ま

　
地
域
人
権
教
育
指
導
員

稲い
な
だ田
京き

ょ
う
こ子

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       91

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑰

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
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平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て

～
だ
れ
に
と
っ
て
も

　
　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
～

　
近
年
、
交
通
運
輸
・
情
報
通
信
機
器

の
技
術
革
新
が
進
む
に
つ
れ
、
経
済
・

物
流
・
文
化
・
情
報
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
国
際
化
の
進
展
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
菊
池
市
は
、
特
に
韓
国
に
対
し
て
ノ

ー
ビ
ザ
運
動
を
提
唱
し
、
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）
３
月
か
ら
ノ
ー
ビ
ザ
が

実
施
さ
れ
、
韓
国
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
本
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

間
団
体
な
ど
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
諸
外
国
と
の
国
際
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数

は
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
２
月

６
日
現
在
で
２
１
８
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
共
に
菊
池
市
で
暮
ら
し
て
い
く
中

で
、
日
常
の
交
流
は
充
実
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
お
店
や
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
、
外
国
人
に
分
か
り
や
す

い
表
示
や
優
し
い
施
設
設
備
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
行
政
、
学
校
、
企

業
・
民
間
団
体
、
市
民
な
ど
が
外
国
人

の
人
権
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
と
し
て
共

に
生
き
る
開
か
れ
た
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
多
様
な
価
値

観
を
持
ち
、
多
元
的
文
化
や
多
様
性
を

容
認
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
、
本
市
に
来
て
い
る
子
ど
も
た

ち
（
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
幼
児
・
児

童
・
生
徒
）
と
共
に
歩
ん
で
い
る
先
生

方
が
お
ら
れ
ま
す
。
菊
池
市
人
権
・
同

和
教
育
推
進
協
議
会
進
路
保
障
部
会
を

は
じ
め
と
す
る
菊
池
市
内
の
学
校
の
先

生
方
が
、
年
齢
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が

日
本
語
を
豊
か
に
習
得
す
る
場
と
し
て
、

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
か
ら
菊
池
市
中

央
公
民
館
で
「
日
本
語
教
室
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
私
も
数
回
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
（
３
歳
～

16
歳
）
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
会
話
や

学
習
ド
リ
ル
、
か
る
た
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、

そ
の
子
の
日
本
語
習
得
が
深
ま
る
過
程

な
ど
、
一
人
一
人
の
特
性
・
課
題
に
応

じ
て
学
習
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
、
文

化
や
言
葉
を
楽
し
く
学
び
あ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
今
日
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
や

言
葉
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
中

学
校
の
先
生
。
教
え
た
り
、
教
え
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
語
も
覚
え
た
い
け
ど
、
ふ
る

さ
と
の
言
葉
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
ん
で
す
。
だ
っ
て
、
い
と
こ
や
友
だ

ち
と
も
ず
う
っ
と
話
し
た
い
か
ら
」
と

一
生
懸
命
漢
字
を
書
い
て
い
る
中
学
生
。

　
「
母
国
語
が
基
盤
に
あ
る
と
豊
か
に

他
の
国
の
言
語
が
習
得
で
き
、
思
考
が

広
が
り
学
力
も
伸
び
る
の
で
、
そ
の
子

に
と
っ
て
母
国
語
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
そ
の
人
の
そ
の
人
ら
し
さ
・

自
己
同
一
性
）
だ
け
で
な
く
、
も
の
す

ご
く
大
事
な
こ
と
な
ん
で
す
」
と
熱
く

語
ら
れ
る
中
学
校
の
先
生
。

　
日
常
の
日
本
語
は
話
せ
て
も
、
複
雑

な
思
い
や
気
持
ち
を
抱
え
、
悩
ん
で
い

る
子
ど
も
の
話
を
先
生
方
は
額
を
寄
せ

て
丁
寧
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
子
た
ち
が
悩
み
、
努
力
し
て
い
る
こ

と
や
気
持
ち
を
分
か
り
合
い
つ
な
が
り

た
い
と
い
う
願
い
を
、
周
り
こ
そ
受
け

止
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
将
来
の
夢
を
語
る
中
学
生
た
ち
に
対

し
て
、
今
と
将
来
を
ど
う
保
障
す
る
か
、

ま
た
、
現
在
、
本
市
に
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
外
国
籍
の
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
人
々
に
と
っ
て
、
住
み
よ
い
菊
池

市
を
ど
う
創
っ
て
い
く
か
。
文
化
、
宗

教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
を
認
め
合

い
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
学
習
機
会
と
交
流
の
場

の
充
実
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
人

権
教
育
・
啓
発
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

消費生活出前講座

「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

　
今
月
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
な
か
で
起
こ
り
う
る
さ
ま

ざ
ま
な
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
、
団
体

や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
「
消
費
生
活
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
相
談
員
や
市
職
員
が
出
向
い
て
、

映
像
を
流
し
た
り
実
体
験
を
交
え
て
の

お
話
や
説
明
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
地
区
の
老
人
会
や
女
性
の
会
、

民
生
委
員
の
学
習
会
な
ど
で
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
受
講
し
た
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
訪
問
販
売
で
商

品
を
購
入
し
た
が
、
だ
ま
さ
れ
て
い
た

か
も
…
…
」「
集
団
勧
誘
で
購
入
し
た

高
額
商
品
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
れ
ば
…
…
」
な
ど
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
あ
っ
た
相
談
を
交
え

た
お
話
に
「
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
勉
強
し
た
い
」
と
の

感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
前
に
十
分
な
知
識
が
あ
れ
ば
、
自

分
を
、
家
族
を
、
地
域
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
区
や
団
体
も

「
消
費
生
活
出
前
講
座
」
で
学
習
し
ま

せ
ん
か
。
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
悪
質
商
法
や
訪
問
販
売
の
問
題

◦
商
品
の
契
約
や
売
買
に
つ
い
て

◦
多
重
債
務
な
ど
の
借
金
問
題

◦�

そ
の
他
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
こ
と

　
参
加
者
の
質
問
や
問
い
合
わ
せ
に
も

分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。
開
催

日
時
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
の
間
で
２
時
間
以
内
、
平
日
、
土
日

祝
日
を
問
わ
ず
実
施
し
ま
す
。

　
受
講
申
込
み
は
事
前
に
「
出
前
講
座

申
込
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
講
座
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

三人展（流木画、色鉛筆画、ボールペン画）
期　間　４月２日㈫～７日㈰
　先人たちと共に過ごした板にロマンを
感じ、懐かしい空を絵を有明海の流木に
描きました。

チェント・ミリアかみつえ展
期　間　４月９日㈫～ 29 日㈰
　世界の名車（ヒストリックカーなど）によるスタンプ
ラリーの写真を展示します。４月 20 日・21 日に開催さ
れるこのラリーは毎年行われ、国産・外国車など世界の
名車約 60 台が今年も日田市から菊池へ向けて走ってき
ます。

平成 25 年度の展示作品を募集しています！
　あなたの作品を展示してみませんか？詳しい内容は気
軽にお問い合わせください。
開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の休館日はありません。

流木画

　
平
成
12
年
に
廃
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
は
「
楽
し
い
学
び
舎
＝
楽が

っ
こ
う校
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
や
宿
泊
施
設
を
整
備
し
、
木
造

校
舎
の
教
室
は
各
種
研
修
会
や
展
示
会

な
ど
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
は
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
を
感
じ
る
「
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
米
づ

く
り
な
ど
農
業
に
関
す
る
体
験
か
ら
団

子
づ
く
り
な
ど
の
郷
土
料
理
、
竹
細
工

な
ど
楽
し
く
自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
学
校
・
職
場
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
、
ま

た
家
族
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
は
、

菊
池
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
都
市
と
農
山
村
の
交

流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
天
神
様
は
、
下
長
田
菅
原
神

社
の
勧
請
以
前
の
神
様
で
す
。

　

言
い
伝
え
で
は
「
菅
原
神
社
が
洪

水
で
壊
れ
、
神
社
を
再
建
す
る
際
、

天
神
様
を
北
宮
神
社
に
預
け
た
。
数

カ
月
後
、
預
け
た
天
神
様
が
『
下
長

田
に
帰
り
た
い
』
と
言
わ
れ
る
夢
を

当
時
の
庄
屋
が
見
て
、
早
朝
か
ら
北

宮
神
社
へ
相
談
に
出
か
け
た
。
途
中

で
北
宮
神
社
の
宮
司
と
ば
っ
た
り
会

う
と
、
宮
司
も
ま
た
、
預
か
っ
た
天

神
様
が
『
も
ど
ろ
ご
た
る
』
と
言
う

夢
を
見
て
、
庄
屋
さ
ん
に
相
談
に
向

か
う
所
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
神
社
近

く
に
祠
を
建
て
『
ご
隠
居
さ
ん
』
と

し
て
祭
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
隠
居
天
神
の
隣
に
は
観
音
様
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音
様
の
由
来

は
不
明
で
す
が
、
安
産
の
神
様
と
し

て
毎
年
４
月
に
祭
事
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

認定番号第ふるさとＨ 24-1 号
推薦者 　下長田区

認定番号第ふるさとＨ 24-2 号
推薦者 　下長田区
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